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クラウド利用コスト最適化支援
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FinOpsとは

Copyright © 3-shake, Inc. All Rights Reserved.



FinOps 誕生の背景

● ビジネス環境変化が加速する昨今、クラウドサービスの重要性が高まっている
● 様々な業界の多種多様なシステムにおいて、クラウドサービス  が広く活用されている

➢ クラウドサービス利用の増加

● クラウドネイティブなシステムには、多くのメリットがある
○ 状況に応じて迅速に構築でき、PoCや初期構築のリードタイムを削減できる
○ システムの柔軟性や耐久性を高めてユーザ体験を向上できる

● 一方で利用方法によってはコストが増大するというデメリットもある
○ アーキテクチャの特性によって、アウトバウンド通信量が高額になる
○ データ転送量や保管費用が高額になる

➢ クラウド利用のメリット・デメリット



FinOps 誕生の背景

● 見積もりの難しさ
○ クラウドサービスの料金は、使用したリソースの種類や量、利用時間、

データ転送量などに基づいて計算されるため、事前に正確なコストを見積もるのが困難である
● コストの予想外の増加

○ データ転送量が予想以上に多くなった場合や、機能やサービスの利用の仕方によって、
予期せぬコストの増加が起こる

● リソースの無駄遣い
○ 不必要なリソースが稼働している場合、それがコストの無駄遣いにつながる
○ リソースの使用状況を適切に管理し、必要なリソースだけを使用することが重要な一方、

システムの可用性を担保する必要もあり、システム運用とコスト管理のバランス感覚が必要
● コスト管理の複雑さ

○ マルチクラウドや多数のサービスを利用している場合、それぞれのコストを把握し、
全体のコスト管理を行うのが複雑になる。

➢ クラウド利用コストに関する課題 



FinOps とは

● クラウド利用価値を最大化しつつ、コストを最適化したい　=　FinOpsの誕生 
● FinOps = 「Finance」+「DevOps」

○ ITと財務とビジネスのコラボレーションによって、
クラウド利用価値を最大化しつつ、コストを最適化するための考えや手法

○ クラウド利用のコストについて課題感を持っている経営者や財務担当者から大きな注目を集めている
○ 「クラウド財務エンジニアリング」、「クラウドコスト管理」、「クラウド最適化」とも呼ばれる

● FinOpsで目指すこと
○ クラウドの利用方法や支出に関する高度な知見を持ち、利用状況をコントロールする
○ 企業がクラウドの利点を最大限活用しつつ、コスト管理ができること

➢ コストへの課題感とFinOps



FinOps とは

1. 可視性と責任：　　クラウドの利用方法やコストについて透明性を持ち、
　　　　　　　　　各チームが自身の利用に対する責任を持てるような仕組みを作る。

2. 最適化と効率：　　リソースの使用を継続的に監視して不要な支出を削減し、
　　　　　　　　　高効率なクラウド利用によってビジネス価値を最適化する。

3. 組織文化の変革：　組織全体でクラウドコストに対する意識を高め、
　　　　　　　　　コストを考慮した意思決定を行う文化を育てる。

➢ FinOpsの原則

クラウドコストに関する高度な知識や可視化の仕組みを取り入れ、
組織全体としてコストを意識したクラウド活用を進めていくための取り組みや、
それを推進する先進的な組織や文化を醸成すること 

つまり FinOps とは



FinOpsの実現に必要な取り組み
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FinOpsの実現に必要な取り組み

Finopsの重要な概念である「データ可視化」「クラウド利用最適化」「組織文化の醸成」という観点から、
以下の取り組みが非常に有効となる。

組織内でクラウド専門知識を集約し、効率的なクラウド運用を推進する。
クラウド戦略の策定、ガバナンスの確立、スキルの育成、セキュリティとコンプライアンスの管理など、
企業のクラウド利用を全面的にサポートできる体制を作る。

マイクロサービス、コンテナ、Kubernetes等を利用して、スケーラブルで柔軟なシステムを構築する。
先進的なクラウド利用手法を取り入れることにより、システムの可用性を高めつつ、余剰リソースを抑
えてコスト削減を目指すことができる。 

3. CCoE（クラウドセンターオブエクセレンス） 

2. クラウドネイティブ

運用自動化やデータ可視化など、システムの信頼性と効率を高めるための高度な技術知識を持つチーム
を組織する。運用にソフトウェアエンジニアリングの原則を適用し、さまざまな自動化や情報の可視化
を通して、データドリブンな運用やコミュニケーションを促進する。

1. SRE（サイトリライアビリティエンジニアリング） 

クラウド利用最適化

組織文化の醸成

データ可視化



FinOpsの実例

SRE、クラウドネイティブ、CCoEを実践する企業では、以下のようにFinOpsに関する取り組みを行っている。

● 予算管理と予測 
○ クラウドの使用状況とコストに関するリアルタイムのデータを可視化し、

予算超過を防ぐために予測分析を行う。
○ 予算に対する閾値のアラートを設定することも可能で、

チーム内外でコストに関するコミュニケーションや意思決定をしやすくする。

● コスト割り当て
○ 各部門やプロジェクトにクラウド予算を割り当てることで、責任を明確にし、コスト意識を高める
○ SREや各開発チームが予算を意識し、最適なクラウド利用計画を立てることも出来る。

● リソース・利用方法の最適化 
○ 使用されていない、または過剰にプロビジョニングされたリソースを特定し、

改善することでコスト効率を高める。
○ SREチームによるシステム横断的なオートスケーリングやオートヒーリング機能の導入で、

スタンバイによる余剰リソースを削減できた例も多くある。 

クラウド利用最適化

データ可視化

組織文化の醸成



FinOpsの実例

SRE、クラウドネイティブ、CCoEを実践する企業では、以下のようにFinOpsに関する取り組みを行っている。

● 価格モデルの最適化
○ リザーブドインスタンスやスポットインスタンスなど、コスト効率の良い価格モデルを活用する。
○ 高度なクラウド知識を集約したCCoEやSREチームによって、

それぞれのシステム特性に応じた最適なクラウド利用計画を策定することができる。 

● ガバナンスとポリシーの強化
○ CCoEによるクラウド利用に関するポリシーを設定し、ガバナンスの枠組みを通じて遵守を確保する。
○ 高度なクラウド知識を持った組織が横断的に機能することで、

企業のシステムにおけるクラウド利用を横断的に統制し、コスト最適化を実施することができる。

FinOpsの実践には、CCoE、クラウドネイティブなシステム、SREなどの導入や活用が紐づいており、
FinOpsの考えや手法を組織間や企業全体に浸透させる有効な手段である。

組織文化の醸成

クラウド利用最適化



FinOpsの実現に向けて

● FinOpsの重要性 
○ 多種多様なシステムへのクラウド利用が増え、利用コストに関する課題感も増大している中で、

FinOpsの考え方は今後の企業経営に関して重要なポイントとなる。
○ CCoEやクラウドネイティブ、SREといったFinOps実践に向けた取り組みを導入することで、

クラウドの利用価値を最大限に高めつつ、コスト効率化を目指すことができる。



クラウド利用コスト最適化支援サービスの内容
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クラウド利用コスト最適化パッケージ

サービスの内容

　SRE、クラウドネイティブ、CCoEを実践する企業で行われているFinOpsに関する取り組みの中でも、
　短期対応で、コスト低減・管理に寄与する以下範囲をパッケージとして切り出してご支援致します。

予算管理と予測 価格モデル最適化 リソース/利用方法最適化  

過剰にプロビジョニングされたリ
ソースの改善や、よりコスト効率の
高いサービスの選定・オートスケー
ルの導入等提案等により、コスト効

率を高める。

リザーブドインスタンスやス
ポットインスタンスなど、コス
ト効率の良い価格モデルを活用

する。

クラウドの使用状況とコストに
関するリアルタイムのデータを
可視化し、予算に対する閾値の

アラートを設定する。



クラウド利用コスト最適化パッケージ

サービス提供の流れ

　クラウド利用コスト最適化パッケージでは、大きく以下のステップでご支援致します。

　（１）１stステップ：アセスメント（0.5ヶ月〜）
　　・　クラウド利用料におけるコスト構造の理解
　　・　対象システム・サービスの概要理解
　　・　お客様課題／懸念点／ご要望のヒアリング
　（２）2ndステップ：クラウド利用コスト最適化に向けた検討（0.5ヶ月〜）
　　・　コスト最適化余地の検討
　　　　・インスタンスタイプの変更余地や、アイドル状態のインスタンス有無
　　　　・STG・開発環境の利用時間帯による停止余地
　　　　・使用されていないデータストレージ有無、バックアップ対象の見直し、ストレージクラスの導入
　　　　・要件以上に冗長化されたトランザクション
　　　　・コスト効率の良いサービスやリソースの比較検討　等
　　・　コスト最適化対応によるROIのご相談
　（３）3ndステップ：実装（0.5ヶ月〜）
　　・　ROI相談の結果として対応範囲と定めた範囲の実装・設定変更
　　　　（実環境への実装・設定変更に関しては、社内エンジニアによる対応を当社が支援することも可能です。）
　　・　予算超過時のアラート設定等



（参考）その他のご支援について

● SreakeによるFinOps全般のご支援について
○ CCoEやSREの組閣・コンサルティングから、 SRE運用内で使用するツールの導入など、 

FinOpsに関わる取り組みに関して全般的にご支援が可能です。
○ 高度なクラウドネイティブスキルを持ったエンジニアやアーキテクトを擁し、

クラウド利用価値の最適化に関する技術支援含めて、ご提案が可能です。

パッケージ提供範囲外のご要望についても対応可能ですので、
クラウド利用コスト最適化・FinOpsに関するお悩みやご相談がございましたら、
お気軽にお問い合わせください 。



お問い合わせ先

クラウド利用コスト最適化の支援のご相談がございましたら
次のお問い合わせ先にご連絡ください。

お問い合わせ先：
株式会社スリーシェイク 

住所：　東京都新宿区大京町22-1

URL: 　https://sreake.com/contact/

Email: 　business@3-shake.com（代表）



会社概要
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会社情報

会社名 株式会社スリーシェイク

設立日 2015/1/15

Mission: インフラをシンプルにして
                 イノベーションが起こりやすい世界を作る

Vision:   労苦〈Toil〉を無くすサービスを適正な価格で提供し続ける

Value:    エンジニアリングレイヤーに横たわる人、手法、ツールが
                サイロ化されて労苦が発生しているプロセスをシンプルにし
                サービス機能開発に集中できるソリューション
             （SRE、DevSecOps、DataOps、HROps）を提供する

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
0

50

100

従業員: 200名over

Engineer

60%

所在地          東京都新宿区大京町22-1
         グランファースト新宿御苑3F・4F　
  

代表者          代表取締役社長　吉田 拓真

Google Cloud、AWSの両方に強みを持ち
SREを軸にご支援



SREを主軸にクラウドネイティブ化/エンジニアリング内製化を支援

SRE/DevOps

SecOps

BizOps

HR

・SRE総合支援からセキュリティ対
策を全方位支援
・Geminiを用いた生成AIの活用支援

・ワンストップで脆弱性診断を行う
セキュリティ対策SaaS

・クラウド型ETL/データパイプ
ラインSaaSの決定版
・あらゆるSaaSをノーコードで連携

・ハイスキルフリーランスエンジニ
ア紹介エージェント

IT内製化 / 高度化

クラウドネイティブ化

モダナイゼーション

ITアジリティ向上



Thank You
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